
第
32
期
第
14
回
理
事
会　

３
月
12
日
（
木
）

〈
役
員
28
名
、出
席
24
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
11
名
）〉

【
議
長
報
告
】

　
「
２
月
度
の
活
動
の
ま
と

め
と
当
面
の
課
題
」
で
は
、

討
論
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
い

て
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
が
満
足
な
改
定
と
は

か
け
離
れ
た
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

運
用
改
善
を
訴
え
て
い
く

か
、
ま
た
、「
一
部
保
険
外

療
養
」
創
設
に
よ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
患
者
負
担
増
を
、

世
論
に
ど
の
よ
う
に
訴
え
て

い
く
か
を
議
論
し
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、

事
務
局
へ
の
問
合
せ
が
激
増

す
る
こ
と
で
事
務
局
の
円
滑

な
業
務
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ

う
、
ま
た
ひ
っ
き
り
な
し
に

電
話
で
の
問
合
せ
が
寄
せ
ら

れ
て
く
る
こ
と
に
よ
る
事
務

局
員
の
過
大
な
ス
ト
レ
ス
に

対
し
、
適
切
な
対
策
を
取
る

方
法
が
議
論
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
▽
電
話
自
動
応
答
、

▽
電
話
回
線
の
増
設
、
▽
折

り
返
し
専
用
電
話
の
導
入
、

▽
改
定
特
設
ペ
ー
ジ
の
機
能

充
実
、
▽
電
話
対
応
時
間
の

変
更
―
な
ど
を
行
う
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
保
団
連
理
事
会

報
告
や
、
理
事
の
欠
員
に
伴

う
推
薦
、
理
事
懇
談
会
の
日

程
、
庶
務
事
項
な
ど
に
つ
い

て
承
認
を
行
っ
た
。

（
議
長
・
竹
下
○歯
）

第
32
期
第
15
回
理
事
会　

４
月
９
日
（
木
）

〈
役
員
28
名
、出
席
24
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
８
名
）〉

【
議
長
報
告
】

　

中
東
情
勢
の
影
響
で
グ

ロ
ー
ブ
な
ど
の
医
療
用
材
料

が
手
に
入
り
難
い
現
状
を
踏

ま
え
、
ど
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を

取
る
か
を
議
論
し
、
県
と
国

へ
備
蓄
の
放
出
・
補
助
金
な

ど
で
の
対
応
を
求
め
る
要
請

書
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
今
次
診
療
報
酬
改
定
の

不
合
理
な
点
を
新
点
数
研
究

会
な
ど
で
問
題
化
し
、
会
員

の
声
を
集
め
て
改
善
要
求
運

動
に
繋
げ
る
こ
と
を
共
有
し

た
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
へ
の
追
加

負
担
に
対
し
て
は
、
反
対
す

る
患
者
署
名
を
宣
伝
行
動
と

会
員
を
通
し
て
集
め
、
国
会

へ
提
出
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。

　

各
部
の
報
告
が
あ
り
、
２

０
２
５
年
度
活
動
報
告
案
と

２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
案

が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
第
３

四
半
期
決
算
及
び
２
０
２
６

年
度
予
算
案
、評
議
員
会
・
総

会
の
提
案
、
保
団
連
専
門
部

員
・
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

刻
一
刻
と
変
わ
る
中
東
情

勢
に
よ
る
医
院
経
営
へ
の
影

響
に
対
応
す
べ
く
、
会
員
の

た
め
に
協
会
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
迅
速
に
行
う
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
た
理
事
会
で

あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊

急
時
対
応
も
振
り
返
り
、
協

会
と
し
て
医
科
・
歯
科
一
丸

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

（
議
長
・
二
村
○歯
）

第
32
期
第
16
回
理
事
会　

４
月
23
日
（
木
）

〈
役
員
28
名
、出
席
23
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
８
名
）〉

【
議
長
報
告
】

　

医
療
機
関
の
倒
産
件
数
は

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。
主
に
、
今
次
診
療
報
酬

の
不
合
理
・
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
給
付
見
直
し
に
対

し
、
協
会
は
ど
う
取
り
組
む

か
を
議
論
し
た
。
具
体
的
な

デ
ー
タ
を
も
っ
て
、
時
に
患

者
団
体
と
共
に
、
常
に
先
を

見
据
え
た
運
動
を
行
う
必
要

性
と
方
向
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ

る
原
油
価
格
の
高
騰
や
供
給

不
安
で
、
医
院
経
営
に
も
影

響
が
あ
り
、
特
に
一
部
の
歯

科
診
療
所
で
医
療
用
手
袋
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
早
急
に
歯
科
会
員
へ

の
実
態
調
査
を
行
い
、
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

報
告
事
項
は
、
地
域
医
療

対
策
部
の
在
宅
医
療
・
介
護

セ
ミ
ナ
ー
、
公
害
環
境
対
策

部
か
ら
の
日
本
外
国
特
派
員

協
会
の
記
者
会
見
、
研
究
部

の
市
民
公
開
講
座
に
つ
い

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
委
員

会
、
保
団
連
理
事
会
な
ど
。

そ
し
て
、
来
た
る
定
時
評
議

員
会
で
提
案
す
る
活
動
報
告

案
・
方
針
案
の
確
定
、
定
時

総
会
も
含
め
て
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
し
た
。
既
に
事

務
局
業
務
に
一
部
導
入
さ
れ

て
い
る
と
い
う
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
つ
い
て
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。

（
議
長
・
千
葉
○医
）

045-313-2225

6
17 14時～17時

相談無料

研
究
部
は
４
月
11
日
、
臨
床

懇
話
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
西
台
駅
前
ま

す
や
ま
内
科
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
増
山
敦
氏
が
講
演
し
、

85
名
が
参
加
し
た
。
事
後
抄
録

を
掲
載
す
る
。

　

糖
尿
病
診
療
の
目
標
は
、
単

な
る
Hb
A1c
低
下
で
は
な
く
、
合

併
症
予
防
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
で

あ
る
。
近
年
、
薬
物
療
法
の
進

歩
に
加
え
、持
続
血
糖
測
定（
Ｃ

Ｇ
Ｍ
）
の
普
及
に
よ
っ
て
血
糖

変
動
の
可
視
化
が
可
能
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
血
糖
波
形
が
見

え
て
も
、
そ
の
原
因
と
な
る
日

常
の
食
事
内
容
や
生
活
行
動
と

の
結
び
つ
き
は
、
外
来
診
療
の

中
で
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な

い
。
特
に
Hb
A1c
が
比
較
的
良
好

な
段
階
で
は
、
空
腹
時
血
糖
よ

り
も
食
後
血
糖
の
寄
与
が
大
き

く
、
よ
り
良
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
目
指
す
に
は
食
後
高
血
糖
へ

の
介
入
が
重
要
と
な
る
。

　

一
方
で
、
実
際
の
外
来
で
は

食
事
指
導
が
一
般
論
に
終
始
し

や
す
く
、
患
者
ご
と
の
具
体
的

な
行
動
変
容
に
つ
な
が
り
に
く

い
。
そ
こ
で
、
食
事
写
真
、
Ｃ

Ｇ
Ｍ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
栄
養
指
導

を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
管
理
ア

プ
リ
「
グ
ル
コ
ー
ス
フ
ラ
イ
ト
®

（
Ｇ
Ｆ
）」
を
活
用
し
、
食
事
・

血
糖
・
指
導
を
一
体
化
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。「
Ｇ
Ｆ
」

で
は
、患
者
が
食
事
を
記
録
し
、

食
後
血
糖
推
移
を
確
認
し
、
管

理
栄
養
士
と
と
も
に
具
体
的
な

Ｔ
ｏ
Ｄ
ｏ
（
行
動
目
標
）
へ
落

と
し
込
む
こ
と
で
、「
気
づ
き

↓
実
行
↓
振
り
返
り
↓
継
続
」

の
サ
イ
ク
ル
を
日
常
に
組
み
込

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

症
例
で
は
、
同
じ
〝
甘
い
も

の
〞
で
も
血
糖
反
応
に
個
人
差

が
大
き
く
、
一
律
の
制
限
で
は

な
く
、
そ
の
人
に
合
っ
た
介
入

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
当
院
で
「
Ｇ
Ｆ
」

を
導
入
し
た
２
型
糖
尿
病
患
者

25
名
の
後
ろ
向
き
観
察
で
は
、

Hb
A1c
は
開
始
時
６
・
８
％
か
ら

８
週
後
６
・
４
％
へ
、
体
重
も

70
・
１
㎏
か
ら
69
・
０
㎏
へ
有

意
に
低
下
し
た
。

　
「
Ｇ
Ｆ
」
は
、
食
事
管
理
に

お
け
る
一
般
論
を
個
別
解
に
変

え
、
管
理
栄
養
士
を
含
め
た
多

職
種
介
入
の
質
を
高
め
る
ツ
ー

ル
と
な
り
う
る
。
今
後
は
、
Ｃ

Ｇ
Ｍ
で
得
ら
れ
る
膨
大
な
日
常

デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
整
理
・
要
約

し
、
血
糖
悪
化
前
の
早
期
介
入

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
糖
尿
病

診
療
は
Hb
A1c
中
心
の
結
果
評
価

型
か
ら
、
血
糖
波
形
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
伴
走
型
医
療
へ
発
展
し

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

講師の増山氏

　

今
年
の
神
奈
川
県
保
険
医

協
会
の
第
71
回
定
時
総
会

は
、
６
月
21
日
午
後
１
時
30

分
よ
り
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト

ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
５
階

「
日
輪
」に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

議
事
に
先
立
ち
開
催
さ
れ

る
記
念
講
演
で
は
、
講
師
に

熊
本
学
園
大
学
経
済
学
部
教

授
で
あ
る
カ
ー
ク
・
マ
ス
デ

ン
氏
を
お
招
き
し
、「
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
見
え
て
く
る

日
本
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

い
た
だ
く
。
一
昔
前
は
、
日

本
は
世
界
で
も
先
進
国
と
し

て
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
盟
主

と
し
て
の
地
位
が
あ
っ
た

が
、
こ
こ
最
近
は
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
中
で
少
し
影
が
薄

い
よ
う
に
感
じ
る
。
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
日

本
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
映

っ
て
く
る
の
か
、
カ
ー
ク
・

マ
ス
デ
ン
氏
の
講
演
を
待
ち

た
い
。

　

総
会
議
事
は
、
協
会
活
動

の
年
間
総
括
や
方
針
を
、

我
々
執
行
部
が
会
員
の
先
生

方
に
直
接
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
で
あ

る
。
２
０
２
６
年
度
は
診
療

報
酬
の
改
定
年
度
で
あ
り
、

第
１
号
議
案
「
２
０
２
５
年

度
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め

る
件
」
で
は
「
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
プ
ラ
ス
改
定
・

不
合
理
是
正
を
勝
ち
取
る
運

動
」
を
展
開
し
た
こ
と
を
最

重
要
事
項
と
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
健
康
保
険
証
の
復
活
を

求
め
る
廃
止
反
対
運
動
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

撤
回
に
向
け
た
活
動
、
物
価

高
騰
・
賃
上
げ
対
応
の
対
策
、

医
療
の
営
利
産
業
化
の
阻

止
、
当
協
会
発
祥
の
「
医
療

費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の

会
』」
の
活
動
推
進
な
ど
、

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
を
改
め
て
提
示
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
だ
。

　

第
２
号
議
案
「
２
０
２
６

年
度
活
動
方
針
案
の
件
」
で

は
、
今
次
改
定
で
医
療
の
充

実
分
が
実
質
０
・
１
％
に
留

ま
り
、
医
療
機
関
の
経
営
危

機
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る

危
機
的
状
況
の
中
、「
開
業

保
険
医
の
経
営
と
生
活
を
守

る
」
と
い
う
協
会
の
設
立
趣

旨
に
立
ち
返
る
こ
と
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
医
療
機

関
の
経
営
再
建
や
国
民
生
活

の
格
差
是
正
の
実
現
に
は
、

皆
保
険
制
度
の
堅
持
が
必
須

で
あ
る
。
社
会
保
障
の
一
つ

で
あ
る
医
療
保
険
制
度
が
所

得
再
分
配
機
能
と
し
て
果
た

す
役
割
を
、
我
々
医
療
者
が

雄
弁
に
語
る
こ
と
を
通
じ

て
、
患
者
・
国
民
の
理
解
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
さ
ら
に
第
４
号
議
案
で

は
、
こ
れ
ら
の
活
動
方
針
に

基
づ
く
２
０
２
６
年
度
の
予

算
案
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
功

労
者
や
敬
寿
会
員
の
表
彰

式
、
福
引
会
な
ど
の
企
画
も

予
定
し
て
い
る
。

　

是
非
、
総
会
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
今
後
の
協
会

事
業
の
維
持
・
発
展
に
向
け

た
議
論
を
尽
く
そ
う
で
は
な

い
か
。
会
員
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

第
71
回
定
時
総
会
を

　

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

臨
床
懇
話
会

ア
プ
リ
を
使
っ
た

糖
尿
病
診
療

事後抄録

　学術部は4月25日、臨床医
学統計セミナー「とことんｔ
検定―統計は魔法なのか、実
際の仕組みを知ろう」を開
催。協会会議室とWEBを合
わせて30名が参加した。講
師に横浜市立大学の山本紘司
氏（医学部臨床統計学・主任
教授）を招き、平易な数式を用いてｔ検定が本質
的には何を見ようとしているかを解説した。
　氏は本来、臨床試験を複数回試行すれば観測結
果が常に一致することはありえず、必ず“バラツ
キ”が生じると説明。2群間の平均値の差を判定
するｔ検定についても、その差が毎回変わるはず
だとした。
　その上で、真の結果を「平均値に差がない（差
は0）」と仮定し、今回観測された結果がどのくら
い珍しいかを数値化（“今回得られた2群間の平均
値の差”÷“平均値のバラツキ”）し、それをもと
に確率（ｐ値：probability value）を求めて、
一定基準（慣例的に5％）を下回れば「有意差が
ある」とする、ｔ検定の論理を解説。他の検定方
法についても同じような考え方をしているとし、
仮説検定に通底するイメージを感覚的に伝えた。

珍しさを数値化珍しさを数値化
ｔ検定の見ているものｔ検定の見ているもの
臨床医学統計セミナー臨床医学統計セミナー

講師の山本氏


